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「
ド
ラ
え
も
ん
」
に
は
度
々
タ
イ
ム
マ
シ
ン

が
登
場
す
る
。
大
好
き
な
連
載
漫
画
の
続
き

が
気
に
な
り
次
号
の
発
売
を
待
ち
切
れ
ず
未

来
を
訪
ね
る
。
内
容
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た

り
、
１
ヵ
月
後
の
本
屋
を
訪
ね
た
り
▼
続
き

を
早
く
読
み
た
い
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、

違
法
と
な
る
と
話
は
別
だ
。
発
売
前
に
人
気

漫
画
を
無
断
掲
載
す
る「
ネ
タ
バ
レ
サ
イ
ト
」

が
存
在
す
る
。
も
ち
ろ
ん
違
法
行
為
▼
手
口

は
巧
妙
化
し
警
察
と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
が
続

く
。
出
版
社
も
黙
っ
て
い
な
い
。
大
手
４
社

は
米
Ｉ
Ｔ
企
業
を
相
手
取
り
、
海
賊
版
コ
ン

テ
ン
ツ
の
配
信
差
し
止
め
や
損
害
賠
償
を
求

め
提
訴
し
た
▼
海
賊
版
サ
イ
ト
で
た
だ
読
み

さ
れ
た
昨
年
の
被
害
額
は
推
計
で
１
兆
円
を

超
え
、
正
規
の
漫
画
販
売
額
の
６
１
２
６
億

円
を
大
き
く
上
回
る
▼
被
害
を
受
け
て
い
る

の
は
出
版
社
に
限
ら
な
い
。
書
店
の
経
営
を

脅
か
し
肝
心
の
漫
画
家
に
は
一
切
収
入
が
入

ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
で
海
賊
版
の
漫
画
を
楽
し

ん
で
い
る
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
犯
罪

に
加
担
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
い
。（
径
）

　

奈
良
県
郡
山
土
木
事
務
所
は
、
三
代
川
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
難
航
し
て
い

た
用
地
買
収
が
進
捗
し
た
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
で
、
令
和
４
年
度
に
工
事
着
手
す
る

見
通
し
。
南
端
部
の
３０
～
４０
㍍
で
河
川
拡
幅
と
河
床
掘
削
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
３
年
対
策
か
ら
１０
年
対
策
へ
引
き
上
げ
る
た
め
の
遊
水
地
と
バ
イ
パ
ス
水
路

に
つ
い
て
も
近
畿
地
方
整
備
局
と
の
協
議
の
な
か
で
検
討
す
る
。

﹁
三
代
川
﹂河
川
改
修
事
業

﹁
三
代
川
﹂河
川
改
修
事
業

４
年
度
に
着
工
予
定

４
年
度
に
着
工
予
定

郡 山 土 木
　

県
郡
山
土
木
事
務
所

は
、
用
地
買
収
が
難
航
し

て
い
た
三
代
川
河
川
改
修

事
業
に
着
工
す
る
見
込
み

と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
大
和
路

線
法
隆
寺
駅
南
側
の
、
事

業
区
間
南
端
部
で
河
川
拡

幅
と
河
床
掘
削
を
令
和
４

年
度
の
渇
水
期
（
１１
月
～

５
月
）に
実
施
す
る
予
定
。

　

河
川
改
修
事
業
は
下
流

か
ら
工
事
を
展
開
す
る
。

事
業
区
間
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
大

和
路
線
南
は
約
２
０
０

㍍
。
こ
の
う
ち
用
地
を
買

収
す
る
こ
と
が
で
き
た
南

端
部
３０
～
４０
㍍
の
発
注
を

予
定
し
て
い
る
。
工
事
内

容
は
護
床
ブ
ロ
ッ
ク
、
ブ

ロ
ッ
ク
積
護
岸
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
水
路
工
。
工
期

と
し
て
３
ヵ
月
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。

　

三
代
川
は
、
Ｊ
Ｒ
富
雄

川
橋
梁
付
近
よ
り
東
を
富

雄
川
、
南
を
大
和
川
に
囲

ま
れ
た
低
地
を
西
流
し
、

Ｊ
Ｒ
線
を
貫
流
後
に
田
園

地
帯
を
流
下
す
る
一
級
河

　
　

お
こ
と
わ
り

２３
日
が
祝
日
の
た
め
、

本
紙
は
製
作
の
都
合
上
、

２４
日
付
を
休
刊
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

建
設
新
報
社

川
で
、
国
道
２５
号
～
大
和

川
合
流
点
の
４
㌔
㍍
（
流

域
面
積
８
平
方
㌔
㍍
）
が

奈
良
県
の
管
理
区
間
と
な

っ
て
い
る
。

　

当
該
流
域
は
、
平
成
７

年
７
月
・
１１
年
８
月
・
２9

年
９
月
の
豪
雨
等
に
よ
り

水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
法
隆
寺
を
始
め
と
す

る
文
化
財
や
斑
鳩
町
役
場

と
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
な
ど
重

要
な
公
共
施
設
が
多
く
点

在
し
て
お
り
、
従
来
は
農

業
用
水
路
的
な
利
用
が
行

わ
れ
て
い
た
河
川
だ
が
、

流
域
内
を
国
道
２５
号
と
Ｊ

Ｒ
線
が
貫
き
、
大
阪
都
市

部
へ
の
通
勤
等
の
利
便
性

が
高
く
良
好
な
住
環
境
の

も
と
近
年
の
市
街
化
が
著

し
い
。
事
業
は
、
流
域
の

水
害
に
対
す
る
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
る
た
め
河

床
の
掘
削
等
に
よ
る
河
川

改
修
を
推
進
す
る
。

　

三
代
川
の
河
川
改
修
事

業
は
、
治
水
安
全
度
１
／

３
（
約
３7
㍉
／
ｈ
相
当
規

模
）
確
率
で
洪
水
を
安
全

に
流
下
さ
せ
る
と
と
も

に
、
河
川
の
自
然
環
境
の

復
元
や
周
辺
の
歴
史
環
境

と
調
和
し
た
河
川
景
観
の

創
出
等
を
目
的
に
し
て
い

る
。
斑
鳩
町
興
留
で
河
床

掘
削
と
川
幅
拡
幅
（
東
側

に
拡
幅
）
約
１
１
０
０
㍍

（
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
と
の
交

差
部
下
流
約
２
０
０
㍍
か

ら
斑
鳩
町
阿
波
地
内
）
を

行
う
も
の
。

　

昭
和
４６
年
か
ら
事
業
着

手
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺

駅
前
で
河
川
沿
い
に
住
宅

と
商
店
が
密
集
し
て
い
る

た
め
に
生
活
再
建
を
含
む

用
地
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。
上
流
部

の
県
道
天
理
斑
鳩
線
沿
い

に
つ
い
て
は
道
路
整
備
と

併
せ
て
用
地
買
収
済
。
整

備
は
ほ
と
ん
ど
進
捗
し
て

い
な
い
の
が
現
状
。

　

事
業
区
間
は
Ｊ
Ｒ
線
と

の
交
差
点
部
下
流
約
２
０

０
㍍
か
ら
阿
波
地
内
ま
で

の
区
間
約
１
１
０
０
㍍
。

Ｊ
Ｒ
線
と
の
交
差
点
部
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
工
事
委
託

す
る
こ
と
に
な
る
。
全
体

事
業
費
２9
億
１
０
０
０
万

円
、
平
成
２9
年
度
ま
で
に

６
億
４
０
０
０
万
円
を
投

資
し
て
お
り
、
事
業
費
ベ

ー
ス
の
進
捗
率
は
２２
％

で
、
残
事
業
費
２２
億
７
０

０
０
万
円
。

　

ま
た
、
近
畿
地
方
整
備

局
と
３
年
に
１
回
の
確
率

を
１０
年
に
１
回
へ
引
き
上

げ
る
よ
う
協
議
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
き
た
放
水

路
（
バ
イ
パ
ス
水
路
）
に

加
え
、
貯
め
る
対
策
と
し

て
遊
水
地
も
検
討
を
進
め

た
い
考
え
。

　

放
水
路
に
つ
い
て
は
、

南
へ
延
伸
さ
せ
て
富
雄
川

へ
放
水
す
る
ル
ー
ト
を
２

４
年
度
に
建
設
技
術
研
究

所
奈
良
事
務
所
で
、
２２
年

度
に
中
央
復
建
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
奈
良
営
業
所
に
委

託
し
て
行
っ
た
放
水
路
予

備
設
計
（
Ｊ
Ｒ
軌
道
部
影

響
検
討
を
含
む
）
を
検
証

す
る
水
理
模
型
実
験
を
行

っ
て
い
る
。
２８
年
度
に
は

ア
ス
コ
大
東
で
、
富
雄
川

の
安
堵
井
堰
の
改
築
が
進

捗
し
た
こ
と
か
ら
、
県
道

天
理
斑
鳩
線
で
折
れ
て
東

進
す
る
ル
ー
ト
を
新
た
に

検
討
し
た
。
南
下
ル
ー
ト

は
農
道
を
利
用
し
て
函
渠

Ｗ
２
㍍
Ｈ
１
・
７
㍍
の
一

般
部
と
Ｊ
Ｒ
線
を
越
え
る

サ
イ
フ
ォ
ン
φ
２
㍍
を
建

設
す
る
。
新
設
延
長
は
約

４
５
０
㍍
。
東
進
ル
ー
ト

は
天
理
斑
鳩
線
を
横
断

し
、
南
側
歩
道
部
分
に
用

地
買
収
分
を
プ
ラ
ス
し
て

函
渠
Ｗ
２
～
３
㍍
を
延
長

約
２
０
０
㍍
。
（
吹
上
）

都市再生機構

西
日
本
支
社
不
動
産
鑑
定
ア
セ
ッ
ト

西
日
本
支
社
不
動
産
鑑
定
ア
セ
ッ
ト

３
月
３
月
２３２３
日
に
開
札

日
に
開
札

　

都
市
再
生
機
構
西
日
本

支
社
は
、
一
般
競
争
入
札

「
令
和
４
年
度
西
日
本
支

社
（
近
畿
エ
リ
ア
・
中
部

エ
リ
ア
）
に
係
る
不
動
産

鑑
定
評
価
業
務
（
ア
セ
ッ

ト
活
用
）」
を
３
月
２３
日

に
開
札
し
て
第
１
順
位
者

と
第
２
順
位
者
を
決
定
し

て
業
務
を
委
託
す
る
。
第

１
順
位
者
、
第
２
順
位
者

に
対
し
て
概
ね
３
対
２
の

件
数
割
合
と
な
る
よ
う
に

案
件
を
依
頼
す
る
。

　

業
務
区
域
は
西
日
本
支

社
業
務
区
域
内（
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
京
都
府
、
奈
良

県
、
滋
賀
県
、
愛
知
県
、

岐
阜
県
）
の
平
城
・
相
楽

（
奈
良
市
、
京
都
府
木
津

川
市
・
精
華
町
）
な
ど
の

２３
地
区
。
委
託
期
間
５
年

３
月
３１
日
。

　

業
務
内
容
は
①
発
注
者

の
業
務
区
域
に
お
い
て
ア

セ
ッ
ト
活
用
に
係
る
土
地

等
の
譲
渡
・
交
換
・
賃
貸

及
び
取
得
す
る
際
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
の
不
動

産
鑑
定
評
価
業
務
②
前
項

に
よ
る
不
動
産
鑑
定
評
価

結
果
に
関
し
て
発
注
者
が

再
鑑
定
を
依
頼
し
た
場
合

に
お
け
る
不
動
産
鑑
定
評

価
業
務
③
前
２
項
に
よ
る

不
動
産
鑑
定
評
価
結
果
に

関
し
て
発
注
者
が
時
点
修

正
率
等
の
意
見
を
求
め
た

場
合
に
お
け
る
意
見
書
作

成
業
務
。
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県
西
部
都
計
道
路
の
見
直
し（
案
）

県
西
部
都
計
道
路
の
見
直
し（
案
）

県土利用政策室
　

奈
良
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進

局
県
土
利
用
政
策
室
は
、

香
芝
市
・
葛
城
市
・
大
和

高
田
市
・
広
陵
町
の
４
市

町
の
意
見
を
踏
ま
え
県
西

部
地
域
に
お
け
る
未
着
手

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

（
案
）
を
作
成
し
、
３
月

２
日
ま
で
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
に

よ
り
意
見
を
募
集
し
て
い

る
。（
案
）
は
県
土
利
用

政
策
室
・
県
政
情
報
セ
ン

タ
ー
・
県
民
お
役
立
ち
情

報
コ
ー
ナ
ー
４
ヵ
所
と
各

市
町
で
閲
覧
に
供
し
て
い

る
。
都
市
計
画
変
更
の
資

料
を
４
年
度
に
作
成
、
順

調
に
進
展
す
れ
ば
５
年
７

月
に
も
都
市
計
画
審
議
会

へ
上
程
さ
れ
る
見
込
み
。

問
い
合
わ
せ
は
計
画
調
整

係
（
電
話
０
７
４
２
―
２

７
―
７
５
２
０
）。
対
象

の
計
４
道
路
８
区
間
を
見

直
し
の
結
果
、
す
べ
て
が

事
業
存
続
と
な
っ
た
。

　
【
香
芝
南
廻
り
線
】
起

点
・
香
芝
市
下
田
西
４
丁

目
～
終
点
・
広
陵
町
馬
見

南
１
丁
目
の
延
長
約
４
７

５
０
㍍
標
準
幅
員
２０
㍍

（
２
車
線
）。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
１

＝
起
点
～
国
道
１
６
８
号

磯
壁
交
差
点
。「
奈
良
県

み
ん
な
で
つ
く
る
交
通
安

全
対
策
プ
ラ
ン
」
に
お
け

る
事
故
危
険
箇
所
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
事

故
危
険
箇
所
の
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

奈
良
県
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
地
域
連
携
軸
」、
香
芝
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

３
月
２
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

　

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
は
、「
大

和
川
遊
水
地
整
備
効
果
他

と
り
ま
と
め
業
務
」
に
簡

易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
適
用
し
て
２
月
１５
日
に

公
示
し
た
。
参
加
表
明
書

を
２
月
２４
日
正
午
ま
で
、

技
術
提
案
書
を
３
月
１８
日

正
午
ま
で
受
け
付
け
る
。

４
道
路
８
区
間
す
べ
て
事
業
存
続

４
道
路
８
区
間
す
べ
て
事
業
存
続

ン
に
お
い
て
「
地
域
連
携

軸
」や「
地
域
幹
線
道
路
」

に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と

も
に
近
鉄
下
田
駅
に
ア
ク

セ
ス
す
る
道
路
だ
が
、
現

道
の
国
道
１
６
８
号
は
２

車
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
自
動
車
の
交
通

機
能
の
観
点
か
ら
必
要
な

機
能
を
有
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
部
区
間
が
通
学
路

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

安
全
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、「
地
域
連
携
軸
」

等
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
区
間
に
つ
い
て
は
歩
道

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
箇

所
が
あ
る
た
め
、
歩
行
者

等
の
交
通
機
能
の
観
点
か

ら
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
香
芝
市
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
三

和
小
学
校
に
ア
ク
セ
ス
し

て
い
る
現
道
の
国
道
１
６

８
号
は
２
車
線
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
要

な
機
能
を
有
し
て
い
る
が
、

香
芝
市
緑
の
基
本
計
画
に

お
い
て
国
道
１
６
８
号
に

つ
い
て
積
極
的
な
緑
化
の

推
進
を
検
討
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
の
整
合
性
の
観
点
で

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
２

＝
良
福
寺
交
差
点
～
終

点
。
香
芝
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
地
域
連
携
軸
」
や
「
環

状
道
路
軸
」
等
に
位
置
付

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自

動
車
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切

等
の
混
雑
緩
和
や
Ｊ
Ｒ
五

位
堂
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
強

化
に
資
す
る
路
線
だ
が
、

現
道
が
な
い
箇
所
や
２
車

線
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
が
あ
る
た
め
自
動
車

の
交
通
機
能
の
観
点
か
ら

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
通
学
路
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ

い
て
は
安
全
対
策
が
実
施

さ
れ
、「
奈
良
ま
ほ
ろ
ば

サ
イ
ク
∞
リ
ン
グ
」
の
ル

ー
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
区
間
に
つ
い
て
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
と
し

て
の
拡
幅
計
画
は
な
く
現

道
の
香
芝
市
道
が
必
要
な

機
能
を
有
し
て
い
る
が
、

「
地
域
連
携
軸
」
や
「
環

状
道
路
軸
」
等
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ

い
て
は
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
た

め
歩
行
者
等
の
交
通
機
能

の
観
点
か
ら
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
代

替
す
る
路
線
も
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
「
存
続
」
が

妥
当
と
し
た
。

　
【
当
麻
香
芝
線
】
起
点
・

葛
城
市
大
字
長
尾
～
終

点
・
香
芝
市
良
福
寺
の
延

長
約
２
１
０
０
㍍
標
準
幅

員
１６
㍍
（
２
車
線
）。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
１

＝
起
点
～
都
市
計
画
道
路

大
和
高
田
当
麻
線
と
接
続

す
る
国
道
１
６
８
号
当
麻

交
差
点
。
奈
良
県
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て「
地
域
連
携
軸
」、

葛
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
都

市
骨
格
軸
」
や
「
広
域
幹

線
道
路
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
現
道
の
国

道
１
６
８
号
は
２
車
線
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
自
動
車
の
交
通
機
能
の

観
点
か
ら
必
要
な
機
能
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
通

学
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
歩

道
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、「
地
域
連
携
軸
」
等
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
区

間
に
つ
い
て
は
歩
道
が
設

け
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が

あ
る
た
め
歩
行
者
等
の
交

通
機
能
の
観
点
か
ら
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
。
自
治

体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

の
整
合
性
の
観
点
か
ら
は

葛
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
市

街
化
調
整
区
域
の
国
道
１

６
８
号
沿
道
に
お
い
て
は

広
域
幹
線
道
路
を
活
か
し

た
沿
道
型
の
店
舗
な
ど
の

誘
導
に
努
め
る
」
と
の
方

針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
都

市
計
画
道
路
の
検
討
に
際

し
て
は
葛
城
市
が
考
え
る

沿
道
の
土
地
利
用
と
併
せ

た
一
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

よ
う
な
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
代
替
す
る
路
線
も
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
「
存

続
」
が
妥
当
と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
２

＝
当
麻
交
差
点
～
良
福
寺

東
交
差
点
。
奈
良
県
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
「
地
域
連
携

軸
」、
香
芝
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て「
地
域
連
携
軸
」や「
地

域
幹
線
道
路
」、
葛
城
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
「
都
市
骨
格

軸
」や「
広
域
幹
線
道
路
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
道
の
国
道
１
６
８

号
は
２
車
線
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
自
動
車

の
交
通
機
能
の
観
点
か
ら

必
要
な
機
能
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、通
学
路
や「
地

域
連
携
軸
」
等
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ

い
て
は
歩
道
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
た

め
、
歩
行
者
等
の
交
通
機

能
の
観
点
か
ら
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
。
自
治
体
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整

合
性
の
観
点
か
ら
は
香
芝

市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所

で
あ
る
鎌
田
小
学
校
に
ア

ク
セ
ス
し
て
い
る
現
道
の

国
道
１
６
８
号
は
２
車
線

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
必
要
な
機
能
を
有
し

て
い
る
が
、
葛
城
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
「
市
街
化
調
整
区

域
の
国
道
１
６
８
号
沿
道

に
お
い
て
は
広
域
幹
線
道

路
を
活
か
し
た
沿
道
型
の

店
舗
な
ど
の
誘
導
に
努
め

る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ

て
お
り
、
都
市
計
画
道
路

の
検
討
に
際
し
て
は
葛
城

市
が
考
え
る
沿
道
の
土
地

利
用
と
併
せ
た
一
体
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
よ
う
な
必
要

性
が
認
め
ら
れ
、
代
替
す

る
路
線
も
存
在
し
な
い
こ

と
か
ら
「
存
続
」
が
妥
当

と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
３

＝
良
福
寺
東
交
差
点
～
終

点
。
香
芝
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
そ
の
他
幹
線
道
路
」
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
道
の
香
芝
市
道
は

２
車
線
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
自
動
車
の

交
通
機
能
の
観
点
か
ら
必

要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
通
学
路
や
「
そ
の
他

幹
線
道
路
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
区
間
に
つ
い

て
は
歩
道
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
た
め

歩
行
者
等
の
交
通
機
能
の

観
点
か
ら
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
必

要
性
が
認
め
ら
れ
、
代
替

す
る
路
線
も
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
「
存
続
」
が
妥

当
と
し
た
。

　
【
下
田
東
線
】
起
点
・

終
点
と
も
香
芝
市
下
田
東

５
丁
目
の
延
長
約
２
０
０

㍍
標
準
幅
員
１６
㍍
（
２
車

線
）。
香
芝
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
「
地
域
幹
線
道
路
」
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
道
の
県
道
上
中
下

田
線
は
２
車
線
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
動

車
の
交
通
機
能
の
観
点
か

ら
必
要
な
機
能
を
有
し
て

い
る
。
ま
た
、
通
学
路
や

「
地
域
幹
線
道
路
」
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
区
間

に
つ
い
て
は
歩
道
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
た
め
歩
行
者
等
の
交
通

機
能
の
観
点
か
ら
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
代
替
す
る
路
線
も
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
「
存

続
」
が
妥
当
と
し
た
。

　
【
今
里
築
山
線
】
起
点
・

大
和
高
田
市
今
里
町
～
終

点
・
大
和
高
田
市
大
谷
の

延
長
約
３
５
０
０
㍍
標
準

幅
員
１６
㍍
（
２
車
線
）。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
１

＝
起
点
～
国
道
１
６
５
号

神
楽
交
差
点
。
奈
良
県
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
「
地
域
連

携
軸
」、
大
和
高
田
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て「
生
活
交
通
軸
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

現
道
の
国
道
１
６
５
号
は

２
車
線
が
確
保
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
神
楽
交
差
点

は
地
域
の
主
要
渋
滞
箇
所

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

渋
滞
緩
和
に
寄
与
す
る
対

策
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず

混
雑
度
が
高
い
箇
所
が
あ

る
。
ま
た
、
自
動
車
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
踏
切
等
の
混
雑

緩
和
に
寄
与
す
る
路
線
で

あ
る
と
と
も
に
一
部
区
間

が
国
土
交
通
省
の
「
事
故

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る

事
故
危
険
区
間
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
事
故

減
少
に
寄
与
す
る
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
自
動
車
の
交
通
機
能

の
観
点
か
ら
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
通
学

路
や
「
地
域
連
携
軸
」
等

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

区
間
に
つ
い
て
は
歩
道
が

設
け
ら
れ
て
い
な
い
箇
所

が
あ
る
う
え
に
、
一
部
区

間
が
国
土
交
通
省
の
「
事

故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
に
お
け

る
事
故
危
険
区
間
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
事

故
減
少
に
寄
与
す
る
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
歩
行
者
等
の
交
通

機
能
の
観
点
か
ら
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
。
自
治
体

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の

整
合
性
の
観
点
か
ら
は
当

該
区
間
は
緊
急
輸
送
道
路

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
道
の
国
道
１
６
５

号
は
２
車
線
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
必
要
な

機
能
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
し
た
。

　

▽
見
直
し
対
象
区
間
２

＝
神
楽
交
差
点
～
終
点
。

奈
良
県
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

「
地
域
連
携
軸
」、
大
和
高

田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
生
活

交
通
軸
」
に
位
置
付
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
築
山
駅

に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
だ

が
、
現
道
で
あ
る
国
道
１

６
５
号
は
２
車
線
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
神

楽
交
差
点
は
地
域
の
主
要

渋
滞
箇
所
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
渋
滞
緩
和

に
寄
与
す
る
対
策
が
実
施

さ
れ
て
お
ら
ず
一
部
区
間

が
国
土
交
通
省
の
「
事
故

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る

事
故
危
険
区
間
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
事
故

減
少
に
寄
与
す
る
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
自
動
車
の
交
通
機
能

の
観
点
か
ら
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
学

路
や
「
地
域
連
携
軸
」
等

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

区
間
に
つ
い
て
は
歩
道
が

設
け
ら
れ
て
い
な
い
箇
所

が
あ
る
。
さ
ら
に
一
部
区

間
が
国
土
交
通
省
の
「
事

故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
」
に
お
け

る
事
故
危
険
区
間
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
事

故
減
少
に
寄
与
す
る
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
歩
行
者
等
の
交
通

機
能
の
観
点
か
ら
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
。
自
治
体

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の

整
合
性
の
観
点
か
ら
は
当

該
区
間
は
緊
急
輸
送
道
路

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
道
の
国
道
１
６
５

号
は
２
車
線
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
必
要
な

機
能
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、
代
替
す
る
路
線
も

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

「
存
続
」が
妥
当
と
し
た
。

大和川河川

遊
水
地
整
備
効
果
他
と
り
ま
と
め

遊
水
地
整
備
効
果
他
と
り
ま
と
め

２
月
２
月
２４２４
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

説
明
書
等
は
２
月
２４
日
正

午
ま
で
交
付
す
る
。

　

業
務
は
、
大
和
川
水
系

河
川
整
備
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
大
和
川
遊

水
地
に
関
す
る
資
料
を
作

成
す
る
も
の
。
主
な
業
務

内
容
は
▽
計
画
準
備
▽
資

料
収
集
整
理
▽
大
和
川
遊

水
地
関
連
資
料
作
成
＝
①

目
安
地
区
の
形
状
検
討
②

地
下
水
位
の
影
響
検
討
③

窪
田
地
区
に
お
け
る
内
水

対
策
の
検
討
④
三
代
川
、

目
安
及
び
窪
田
地
区
に
お

け
る
平
面
二
次
元
解
析
⑤

樋
門
等
遊
水
地
施
設
の
運

用
規
則
案
の
作
成
⑥
窪
田

地
区
の
上
面
利
用
の
検
討

⑦
関
係
機
関
協
議
資
料
の

作
成
⑧
遊
水
地
の
検
討
内

容
整
理
⑨
事
業
進
捗
管
理

表
の
と
り
ま
と
め
⑩
遊
水

地
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
活
用
計
画
の
立
案
▽
報

告
書
作
成
。
委
託
期
間
５

年
２
月
２８
日
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
３
・

４
年
度
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係

る
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
。
申

込
先
及
び
交
付
場
所
は
近

畿
地
方
整
備
局
総
務
事
務

セ
ン
タ
ー
大
阪
分
室
（
電

話
０
７
２
―
８
４
３
―
６

５
９
１
）。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



ダンピング対策ダンピング対策

近畿地方整備局の「直轄事業の事業計画（奈良県関連分）〈予定〉」①

続 く

５４５４
団
体
中

団
体
中
３０３０
団
体
で

団
体
で

算
定
基
準
を
改
正

算
定
基
準
を
改
正

直轄事業予定を策定

自治体で着実に進展自治体で着実に進展

近畿近畿
地整地整４年度「奈良県関連」４年度「奈良県関連」

　

国
土
交
通
省
は
、
昨
年

１０
月
に
公
表
し
た
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
の
取
組
状
況
の

「
見
え
る
化
」
の
結
果
を

踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体

へ
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
対
策
の
強
化
に
つ
い

て
の
状
況
を
聞
き
取
っ
た

結
果
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象

５４
団
体
の
う
ち
３０
団
体
が

算
定
基
準
の
引
き
上
げ
を

予
定
し
て
い
る
、
又
は
引

き
上
げ
済
み
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
ほ
か
、
そ
の

他
の
多
く
の
団
体
で
も
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
旨

を
確
認
し
た
。

　
「
令
和
２
年
度
入
札
契

約
適
正
化
法
に
基
づ
い
て

行
っ
た
調
査
の
結
果
を
各

市
区
町
村
別
に
ま
と
め
、

次
の
３
項
目
を
見
え
る
化

し
た
（
令
和
2
年
１０
月
1

日
時
点
）。

　

▽
各
市
区
町
村
の
低
入

札
価
格
調
査
制
度
の
導
入

状
況
及
び
調
査
基
準
価
格

算
定
式
の
設
定
水
準
▽
低

入
札
価
格
調
査
に
よ
り
排

除
を
行
っ
た
実
績
（
排
除

率
）
▽
各
市
区
町
村
の
最

低
制
限
価
格
制
度
の
導
入

状
況
及
び
最
低
制
限
価
格

算
定
式
の
設
定
水
準
―
。

奈
良
県
内
の
状
況
は
表
参

照
。

　

近
畿
地
方
整
備
局
は
、

令
和
４
年
度
政
府
予
算
に

お
け
る
同
局
所
管
直
轄
事

業
の
う
ち
、
奈
良
県
関
連

の
４
年
度
事
業
計
画
予
定

を
ま
と
め
た
。（
詳
細
は
表

参
照
）

最低制限価格の算定式の設定水準 調査基準価格の算定式の設定水準

国

交

省
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東
横
イ
ン
が
入
る
「（
仮
称
）
天
理
駅
前
ビ
ル
」

東
横
イ
ン
が
入
る
「（
仮
称
）
天
理
駅
前
ビ
ル
」

完
成
予
想
図
＝
日
創
ア
ー
キ
テ
ク
ト
提
供

完
成
予
想
図
＝
日
創
ア
ー
キ
テ
ク
ト
提
供

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
奈
良
公
園
事

務
所

　
　
（
１
月
７
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１
月
１４
日
契

約
）

　

▼
奈
良
公
園
園
路
舗
装

補
修
工
事
（
奈
良
公
園
環

境
改
善
事
業
（
都
づ
く

り
））
８
０
８
︱
８
号
（
奈

良
市
春
日
野
町
）
＝
①
藤

上
組
②
７
７
３
万
４
０
０

０
円
（
比
８
９
２
万
１
０

０
０
円
）。

　
　
（
１
月
２０
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１
月
２６
日
契

約
）

　

▼
奈
良
公
園
舗
装
補
修

工
事
（
奈
良
公
園
環
境
改

善
事
業
（
都
づ
く
り
））

８
０
８
︱
７
号
（
奈
良
市

春
日
野
町
）
＝
①
中
村
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
②
７
７

４
万
円
（
比
８
９
２
万
８

０
０
０
円
）。

県
教
育
政
策
推

進
課

　
　
（
２
月
７
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
吉
野
高
等
学
校
普
通

特
別
教
室
棟
・
産
振
棟
改

修
工
事
（
吉
野
町
飯
貝
６

８
０
︿
県
立
吉
野
高
等
学

校
﹀）
＝
応
札
し
た
１
者

が
第
２
回
入
札
を
辞
退
し

た
た
め
落
札
者
な
し
。
近

く
再
公
告
予
定
。

葛
城
市

　
　
（
２
月
１５
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
第
９
号
葛
城
市
学
校

施
設
各
所
改
修
工
事
そ
の

２
（
忍
海
他
）
＝
指
名
５

者
の
う
ち
４
者
が
辞
退
し

て
入
札
参
加
者
が
１
者
と

な
っ
た
た
め
中
止
。

県
五
條
土
木
事

務
所

　

▼
一
般
国
道
４
２
５
号

道
路
復
旧
工
事
（
道
路
災

害
復
旧
事
業
他
）
Ｒ
３
災

５
︱
１
他
号
（
十
津
川
村

小
川
）
＝
①
永
和
建
設
②

１
３
３
４
万
円
（
比
１
５

２
０
万
３
０
０
０
円
）
③

中
嶋
組
、
岸
尾
組
、
大
海

組
、
大
前
建
設
、
千
葉
興

業
、
合
同
建
設
、
阿
部
建

設
、
太
孝
建
設
、
三
共
工

務
店
、
古
田
建
設
、
イ
ヌ

イ
、
岸
之
元
建
設
、
原
田

塗
建
④
６
月
３０
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
広
域
水
道
セ

ン
タ
ー

　
　
（
２
月
１６
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
斑
鳩
線
送
水
管
工
事

河
合
第
２
ブ
ラ
ン
チ
家
屋

調
査
（
事
後
）（
河
合
町
川

合
～
西
穴
闇
）
＝
①
ケ
ン

セ
イ
②
１
２
０
万
円
③
ウ

エ
ス
コ
、
エ
イ
テ
ッ
ク
、

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

（
辞
退
）、
オ
オ
バ
、
キ
ミ

コ
ン
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
、

産
業
工
学
研
究
所
、
サ
ン

コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

写
測
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
西
播
設
計
、
太
洋
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
内
外

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
な

ん
ば
技
研
（
辞
退
）、
日

本
振
興
、
八
州
、
平
和
Ｉ

Ｔ
Ｃ
、
間
瀬
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
④
３
月
２５
日
。

田
原
本
町

　
　
（
２
月
１４
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡

公
園
植
栽
業
務
（
唐
古
５０

番
地
の
２
ほ
か
︿
唐
古
・

鍵
遺
跡
史
跡
公
園
﹀）
＝

①
木
村
工
業
②
４５
万
円

（
予
６２
万
４
０
０
０
円
）。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

天
理
市
上
下
水
道
局

（
事
後
審
査
型
一
般

競
争
入
札
︿
電
子
入

札
﹀２
月
４
日
公
告
）

　

▽
都
市
水
環
境
整
備
事

業
汚
水
管
布
設
工
事
（
公

第
１
工
区
）（
稲
葉
町
）
＝

①
入
札
書
等
の
受
付
期
間

２
月
２４
日
～
２８
日
②
３
月

１
日
③
特
定
建
設
業
の
許

可
を
土
木
工
事
業
に
つ
い

て
受
け
て
い
る
者
。
土
木

１
式
工
事
の
格
付
が
Ａ
等

級
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

る
者
。
経
営
規
模
等
評
価

結
果
通
知
書
・
総
合
評
定

値
通
知
書
に
お
け
る
土
木

１
式
工
事
の
総
合
評
定
値

を
有
す
る
者
―
な
ど
④
工

事
延
長
６7
・
２０
㍍
、
高
耐

荷
力
泥
土
圧
一
工
程
推
進

工
（
Ｈ
Ｐ
φ
２
５
０
㍉
Ｌ

６３
・
２０
㍍
）、
鋼
製
さ
や

管
ボ
ー
リ
ン
グ
推
進
工

（
Ｓ
Ｐ
φ
３
０
０
㍉
︿
Ｖ

Ｕ
φ
２
０
０
㍉
﹀Ｌ
４
㍍
、

φ
２
５
０
㍉
︿
Ｖ
Ｕ
φ
１

５
０
㍉
﹀
Ｌ
３
・
9２
㍍
）、

立
坑
工
（
両
発
進
立
坑
）

（
鋼
製
ケ
ー
シ
ン
グ
φ
２

０
０
０
㍉
１
基
、
φ
１
５

０
０
㍉
１
基
）、
人
孔
設

置
（
１
号
１
基
、
２
号
１

基
）、
桝
設
置
１
ヵ
所
、

付
帯
工
⑤
予
４
２
７
０
万

５
３
０
０
円
込
、
変
動
型

最
低
制
限
価
格
採
用
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
︿
電

子
入
札
﹀
２
月
１６
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

五
社
ト
ン
ネ
ル
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
（
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
国
道

ト
ン
ネ
ル
補
修
））
第
４

︱
Ａ
︱
６
︱
１
︱
委
３
号

（
吉
野
町
上
市
︿
吉
野
土

木
事
務
所
工
務
第
一
課
﹀）

＝
①
入
札
書
の
提
出
３
月

２
日
ま
で
②
３
月
３
日
③

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
資

格
を
有
し
、「
道
路
」
部

門
の
登
録
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
県
内
に
本
店
ま
た

は
営
業
所
（
県
に
対
す
る

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
物
に
限
る
）
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
土

木
技
術
業
務
補
助
１２
ヵ

月
。
委
託
期
間
５
年
３
月

３１
日
⑤
予
１
９
１
８
万
４

０
０
０
円
込
、
低
１
５
５

５
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
赤
滝
五
條

線
寺
戸
工
区
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
南
部
・

東
部
））
第
６
︱
３
︱
Ａ

13
︱
委
２
号
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
予
１
９
１
８
万
４

０
０
０
円
込
、
低
１
５
５

５
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
主
要
地
方
道
洞
川
下

市
線
才
谷
工
区
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
））
第
６
︱
３
︱
Ａ

８
︱
委
３
号
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
予
１
９
１
８
万
４

０
０
０
円
込
、
低
１
５
５

５
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

新
野
工
区
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
（
道
路
環
境

整
備
））
第
９
︱
31
︱
６

︱
委
３
号
（
前
同
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
前
同
④
前

同
⑤
予
１
９
１
８
万
４
０

０
０
円
込
、
低
１
５
５
５

万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
主
要
地
方
道
五
條
吉

野
線
柴
橋
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
（
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
（
地
方
道
橋

り
ょ
う
補
修
））
第
３
︱

Ｂ
︱
６
︱
１
︱
委
２
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
資
格
を
有
し
、「
鋼
構

造
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
物
に
限
る
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
１
９
１
８
万
４

０
０
０
円
込
、
低
１
５
５

５
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
上
池
原
下

桑
原
線
深
瀬
工
区
土
木
技

術
業
務
補
助
委
託（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
））
第
６
︱
３
︱
Ａ

16
︱
委
３
号
（
上
北
山
村

河
合
︿
吉
野
土
木
事
務
所

工
務
第
二
課
﹀）
＝
①
前

同
②
前
同
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
の

う
ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
資
格
を
有
し
、

「
道
路
」
部
門
の
登
録
を

受
け
て
い
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
ま
た
は
営
業
所

（
県
に
対
す
る
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

物
に
限
る
）
を
有
す
る
こ

と
―
な
ど
④
前
同
⑤
予
２

２
２
７
万
５
０
０
０
円

込
、
低
１
８
１
０
万
６
０

０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

戸
賀
ト
ン
ネ
ル
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
（
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
国
道

ト
ン
ネ
ル
補
修
））
第
４

︱
Ａ
︱
６
︱
４
︱
委
４
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
資
格
を
有
し
、「
道
路
」

部
門
ま
た
は「
ト
ン
ネ
ル
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
物
に
限
る
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
２
２
２
７
万
５

０
０
０
円
込
、
低
１
８
１

０
万
６
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
３
０
９
号

行
者
還
ト
ン
ネ
ル
土
木
技

術
業
務
補
助
委
託
（
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
国

道
ト
ン
ネ
ル
補
修
））
第

４
︱
Ａ
︱
６
︱
４
︱
委
５

号
（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
前
同
④
前
同
⑤
予

２
２
２
７
万
５
０
０
０
円

込
、
低
１
８
１
０
万
６
０

０
０
円
込
。

　

▽
坪
内
地
区
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
（
大
規
模

特
定
砂
防
等
事
業
（
地
す

べ
り
））
第
69
︱
１
︱
委

５
号
（
天
川
村
沢
谷
︿
吉

野
土
木
事
務
所
天
川
駐
在

所
﹀）
＝
①
前
同
②
前
同

③
県
建
設
工
事
等
競
争
入

札
参
加
資
格
の
う
ち
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の

資
格
を
有
し
、「
河
川
・

砂
防
及
び
海
岸
・
海
洋
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
物
に
限
る
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
２
１
４
１
万
７

０
０
０
円
込
、
低
１
７
３

５
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
主
要
地
方
道
高
野
天

川
線
坪
内
~
南
日
裏
工
区

土
木
技
術
業
務
補
助
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
南
部
・
東
部
））
第

６
︱
３
︱
Ａ
９
︱
委
３
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
資
格
を
有
し
、「
道
路
」

部
門
の
登
録
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
物
に
限
る
）

期
間
前
同
⑤
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
３
月
９
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
吉
野
高
校
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
・
部
室
棟
外
部
床
等

修
繕
工
事
監
理
業
務
委

（
監
）
第
３
︱
28
号
︒

県
五
條
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
１
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

阪
本
工
区
（
仮
称
）
阪
本

ト
ン
ネ
ル
南
坑
口
法
面
対

策
詳
細
設
計
業
務
委
託

（
地
域
連
携
道
路
事
業（
都

づ
く
り
））
１
︱
３
︱
委

11
号
（
五
條
市
大
塔
町
小

代
）
＝
委
託
期
間
８
月
３１

日
。大

和
郡
山
市

　
　
（
３
月
２
日
・
指
名

競
争
入
札
、
指
名
は
事
後

公
表
）

　

▽
橋
梁
補
修
設
計
業
務

委
託
（
無
名
橋
０
２
７
０

他
）（
横
田
町
他
）
＝
予
９

６
６
万
５
７
０
０
円
込
、

低
７
７
６
万
６
０
０
０
円

込
。

凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
１
９
１
８
万
４

０
０
０
円
込
、
低
１
５
５

５
万
４
０
０
０
円
込
。

県
宇
陀
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
︿
電

子
入
札
﹀
２
月
16
日

公
告
）

　

▽
一
般
県
道
大
又
小
川

線
清
水
橋
他
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
（
地
方
道

橋
り
ょ
う
補
修
））
第
３

︱
Ｂ
︱
５
︱
委
４
号
（
宇

陀
市
菟
田
野
松
井
︿
宇
陀

土
木
事
務
所
﹀）
＝
①
入

札
書
の
提
出
３
月
2
日
ま

で
②
３
月
3
日
③
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
の
う
ち
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
「
鋼
構
造
及
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
部
門
の

資
格
を
有
す
る
こ
と
。
県

内
に
本
店
ま
た
は
営
業
所

（
県
に
対
す
る
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
も
の

に
限
る
）
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
土
木
技
術
業
務

補
助
１
式
。
委
託
期
間
５

年
３
月
３１
日
⑤
予
２
０
１

５
万
２
０
０
０
円
込
、
低

１
６
３
１
万
３
０
０
０
円

込
。

　

▽
一
般
国
道
３
６
９
号

香
酔
峠
工
区
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
南
部
・

東
部
））
第
５
︱
３
︱
Ａ

１
︱
委
２
号
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
の
う
ち
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
「
道
路
」
部
門

の
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

県
内
に
本
店
ま
た
は
営
業

所
（
県
に
対
す
る
競
争
入

札
参
加
資
格
を
有
す
る
も

の
に
限
る
）
を
有
す
る
こ

と
―
な
ど
④
前
同
⑤
予
２

０
１
５
万
２
０
０
０
円

込
、
低
１
６
３
１
万
３
０

０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
宇
太
三
茶

屋
線
下
片
岡
~
白
鳥
居
工

区
土
木
技
術
業
務
補
助
委

託
（
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
（
南
部
・
東
部
））

第
５
︱
３
︱
Ａ
５
︱
委
６

号
（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
前
同
④
前
同
⑤
予

２
０
１
５
万
２
０
０
０
円

込
、
低
１
６
３
１
万
３
０

０
０
円
込
。

　

▽
主
要
地
方
道
吉
野
室

生
寺
針
線
田
口
元
上
田
口

工
区
土
木
技
術
業
務
補
助

委
託
（
防
災
・
安
全
交
付

金
事
業
（
南
部
・
東
部
））

第
５
︱
３
︱
Ａ
３
︱
委
８

令
和
５
年

令
和
５
年
1０1０
月
の
完
成
予
定

月
の
完
成
予
定

　

天
理
時
報
社
（
天
理
市

稲
葉
町
、前
川
誠
司
社
長
）

は
か
ね
て
よ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
を
展
開
す
る
東

横
イ
ン（
本
社
・
東
京
都
）

が
入
る
「（
仮
称
）
天
理

駅
前
ビ
ル
」
の
建
設
計
画

を
進
め
て
い
た
が
２
月
１7

日
、
地
鎮
祭
を
行
い
、
令

和
５
年
１０
月
の
完
成
へ
着

工
し
た
。
施
工
を
東
横
イ

ン
電
建
（
東
京
都
）
が
担

当
。
設
計
は
日
創
ア
ー
キ

テ
ク
ト
（
熊
本
市
）。

　

建
設
地
は
、
同
市
川
原

城
町
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
天
理
駅

東
側
に
あ
る
天
理
教
西
駐

車
場
の
一
角
、
敷
地
面
積

１
７
９
１
・
9５
平
方
㍍
、

建
築
面
積
３
７
２
・
１６
平

方
㍍
、
延
床
面
積
４
０
３

８
・
１３
平
方
㍍
、
Ｒ
Ｃ
造

地
上
１４
階
建
て
の
ビ
ル
を

建
設
す
る
。
客
室
は
２
１

８
室
を
設
け
る
。

　

東
横
イ
ン
の
天
理
駅
前

進
出
は
、
駅
前
の
新
た
な

顔
と
し
て
同
市
の
活
性
化

の
起
爆
剤
と
な
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

東
横
イ
ン
が
進
出

東
横
イ
ン
が
進
出 

客
室
２
１
８
室

客
室
２
１
８
室

天
理
駅
前
に

天
理
駅
前
に
1414
階
建
て
ビ
ル
建
設

階
建
て
ビ
ル
建
設

天理時報社
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３月末完成予定の田原駐在所３月末完成予定の田原駐在所

号
（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
前
同
④
前
同
⑤
予

２
０
１
５
万
２
０
０
０
円

込
、
低
１
６
３
１
万
３
０

０
０
円
込
。

　

▽
町
並
川
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
大
規
模
特

定
河
川
事
業
（
大
規
模
）

（
南
部
・
東
部
））
第
19
︱

委
１
号
（
前
同
）
＝
①
前

同
②
前
同
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
の

う
ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「
河
川
、
砂
防
及
び

海
岸
・
海
洋
」
部
門
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
ま
た
は
営
業
所

（
県
に
対
す
る
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
も
の

に
限
る
）
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
前
同
⑤
予
２
０

１
５
万
２
０
０
０
円
込
、

低
１
６
３
１
万
３
０
０
０

円
込
。

　

▽
麦
谷
川
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
南
部
・

東
部
）（
砂
防
））
第
51
︱

３
︱
委
４
号
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
予
２
０
１
５
万
２

０
０
０
円
込
、
低
１
６
３

１
万
３
０
０
０
円
込
。

　

▽
青
蓮
寺
川
ヒ
ノ
谷
土

木
技
術
業
務
補
助
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
南
部
・
東
部
）（
重
点
・

砂
防
））
第
51
︱
５
︱
委

２
号
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
前
同
⑤

予
２
０
１
５
万
２
０
０
０

円
込
、
低
１
６
３
１
万
３

０
０
０
円
込
。

　

▽
上
谷
尻
沢
Ｂ
流
域
土

木
技
術
業
務
補
助
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
南
部
・
東
部
）（
重
点
・

砂
防
））
第
51
︱
13
︱
委

３
号
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
前
同
⑤

予
１
９
７
３
万
４
０
０
０

円
込
、
低
１
５
９
７
万
２

０
０
０
円
込
。

宮
内
庁
京
都
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札︿
電

子
入
札
﹀
２
月
16
日

公
告
）

　

▽
京
都
御
所
ほ
か
池
水

循
環
及
び
加
圧
ポ
ン
プ
設

備
保
守
業
務
（
奈
良
市
雑

司
町
︿
正
倉
院
内
﹀、
京

都
御
所
内
、
京
都
大
宮
仙

洞
御
所
内
、
桂
離
宮
内
、

嵯
峨
南
陵
内
、
安
楽
寿
院

南
陵
内
）
＝
①
申
請
書
及

び
資
料
の
提
出
３
月
４
日

ま
で
②
３
月
１7
日
③
内
閣

府
競
争
参
加
資
格
（
全
省

庁
統
一
資
格
）
役
務
の
提

供
等
（
建
物
管
理
等
各
種

保
守
管
理
）
の
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
等
級
に
格

付
け
さ
れ
、
近
畿
地
域
の

競
争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
―
な
ど
④
仕
様
書
に
よ

る
。
委
託
期
間
４
月
１
日

～
５
年
３
月
３１
日
。

水
資
源
機
構
木
津
川

ダ
ム
総
合
管
理
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
︿
簡
易
型
﹀
一
般

競
争
入
札
︿
電
子
入

札
﹀２
月
16
日
公
告
）

　

▽
室
生
ダ
ム
貯
水
池
周

辺
斜
面
対
策
設
計
業
務

（
宇
陀
市
室
生
大
野
３
８

４
６
他
）
＝
①
確
認
申
請

書
等
の
提
出
３
月
３
日
ま

で
（
入
札
書
の
提
出
期
間

３
月
２２
日
～
２４
日
）
②
３

月
２５
日
③
機
構
に
お
け
る

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
業
者
の
う
ち
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
の
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
本

店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所

が
三
重
県
ま
た
は
県
内
に

所
在
す
る
こ
と
―
な
ど
④

調
査
業
務
１
式
（
機
械
ボ

ー
リ
ン
グ
１
式
、
原
位
置

試
験
１
式
）、
設
計
業
務

１
式（
解
析
等
調
査
１
式
、

貯
水
池
斜
面
対
策
設
計
１

式
、
法
面
工
詳
細
設
計
１

式
、
落
石
防
護
柵
詳
細
設

計
１
式
、
流
入
河
川
斜
面

対
策
設
計
１
式
、
報
告
書

作
成
１
式
）。
委
託
期
間

２
５
０
日
⑤
履
行
確
実
性

評
価
型
。

県
中
和
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
︿
電

子
入
札
﹀
２
月
16
日

公
告
）

　

▽
桜
井
都
祁
線
参
急
橋

他
現
場
技
術
業
務
委
託

（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
（
地
方
道
橋
り
ょ
う
補

修
）
他
）
３
︱
Ｂ
︱
４
︱

委
︱
７
他
号
（
橿
原
市
常

盤
町︿
中
和
土
木
事
務
所
﹀

等
）
＝
①
入
札
書
の
提
出

３
月
２
日
ま
で
②
３
月
３

日
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
道

路
」
及
び
「
鋼
構
造
及
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
ま
た
は

「
ト
ン
ネ
ル
」
部
門
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
ま
た
は
営
業
所
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
現

場
技
術
業
務
１
式
。
委
託

期
間
５
年
３
月
３１
日
⑤
予

３
８
２
４
万
７
０
０
０
円

込
、
低
３
０
９
５
万
４
０

０
０
円
込
。

　

▽
結
崎
田
原
本
線
現
場

技
術
業
務
委
託
（
社
会
資

本
（
道
路
改
良
・
都
づ
く

り
））
４
︱
１
︱
Ａ
６
︱

委
︱
16
号
（
前
同
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「
道
路
」
部
門
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
。
県
内

に
本
店
ま
た
は
営
業
所
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
前

同
⑤
予
１
９
８
１
万
１
０

０
０
円
込
、
低
１
６
０
３

万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
三
輪
山
線
現
場
技
術

業
務
委
託
（
無
電
柱
化
推

進
事
業
（
都
づ
く
り
））

１
︱
Ｇ
３
︱
委
︱
10
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
前
同
④
前
同
⑤
予
１

９
８
１
万
１
０
０
０
円

込
、
低
１
６
０
３
万
８
０

０
０
円
込
。

　

▽
（
都
）
畝
傍
駅
前
通

り
線
現
場
技
術
業
務
委
託

（
無
電
柱
化
（
街
路
）（
都

づ
く
り
））
第
１
︱
Ｇ
６

︱
委
︱
９
号
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
予
１
９
８
１
万
１

０
０
０
円
込
、
低
１
６
０

３
万
８
０
０
０
円
込
。

　

▽
桜
井
吉
野
線
現
場
技

術
業
務
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
道
路
改

良
・
都
づ
く
り
））
第
４

︱
10
︱
Ａ
５
︱
委
︱
７
号

（
前
同
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
道

路
」
及
び
「
鋼
構
造
及
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
部
門
の

資
格
を
有
す
る
こ
と
。
県

内
に
本
店
ま
た
は
営
業
所

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
⑤
予
１
９
８
１
万
１

０
０
０
円
込
、
低
１
６
０

３
万
８
０
０
０
円
込
。

奈
良
教
育
大
学
（
一

般
競
争
入
札
２
月
17

日
公
告
）

　

▽
奈
良
教
育
大
学
（
高

畑
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備

保
全
業
務
（
奈
良
市
高
畑

町
︿
奈
良
教
育
大
学
高
畑

団
地
構
内
﹀）
＝
①
競
争

参
加
資
格
の
確
認
の
た
め

の
書
類
の
提
出
２
月
２８
日

ま
で
（
持
参
に
限
る
）
②

３
月
１０
日
③
文
部
科
学
省

競
争
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
に
お
い
て
令

和
３
年
度
に
近
畿
地
域
の

役
務
の
提
供
等
の
Ａ
、
Ｂ

ま
た
は
Ｃ
等
級
に
格
付
け

さ
れ
て
い
る
者
。
建
築
基

準
法
第
１２
条
第
３
項
に
規

定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
有
資
格
者
を
本
業

務
に
配
置
で
き
る
こ
と
。

官
公
庁
等
に
お
い
て
、
過

去
５
年
間
に
昇
降
機
の
保

全
業
務
を
１２
ヵ
月
以
上
継

続
し
て
行
っ
た
実
績
を
有

す
る
―
な
ど
④
委
託
期
間

４
月
１
日
～
５
年
３
月
３１

日
。近

畿
地
方
整
備
局
奈

良
国
道
事
務
所
（
総

合
評
価
落
札
方
式
簡

易
公
募
型
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
２
月

18
日
公
示
）

　

▽
伯
母
峯
峠
道
路
橋
梁

詳
細
設
計
業
務（
川
上
村
）

＝
①
参
加
表
明
書
の
提
出

期
限
２
月
２８
日
正
午
（
技

術
提
案
書
の
提
出
期
限
３

月
１８
日
正
午
、
入
札
書
の

提
出
期
限
４
月
５
日
）
②

４
月
６
日
③
単
体
企
業
、

同
一
の
組
合
ま
た
は
同
一

の
設
計
共
同
体
の
い
ず
れ

か
。
土
木
関
係
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係
る

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
④
橋

梁
詳
細
設
計
１
式
、
仮
設

構
造
物
設
計
１
式
。
委
託

期
間
１２
月
２８
日
⑤
事
務
集

中
化
対
象
。
予
定
価
格
が

５
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
技
術
提
案
の
履
行
確

実
性
評
価
試
行
。

　

▽
奈
良
国
道
事
務
所
管

内
防
災
点
検
他
業
務
（
奈

良
市
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
道
路
土
工
構
造

物
点
検
１
式
、
防
災
カ
ル

テ
点
検
１
式
、
一
般
構
造

物
設
計
１
式
。
委
託
期
間

５
年
２
月
２８
日
⑤
前
同
。

　

▽
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

竹
内
地
区
他
物
件
調
査
等

業
務
（
葛
城
市
）
＝
①
前

同
②
前
同
③
単
体
企
業
、

同
一
の
組
合
の
い
ず
れ

か
。
補
償
関
係
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
係
る
一
般

競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
大
和
高

田
バ
イ
パ
ス
事
業
他
に
必

要
な
土
地
等
の
取
得
等
に

関
す
る
業
務
の
う
ち
、
物

件
調
査
等
。
委
託
期
間
前

同
⑤
前
同
。

　

▽
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

竹
内
地
区
他
土
地
評
価
等

業
務
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
大
和
高

田
バ
イ
パ
ス
事
業
他
に
必

要
な
土
地
等
の
取
得
等
に

関
す
る
業
務
の
う
ち
、
土

地
評
価
等
。
委
託
期
間
前

同
⑤
前
同
。

　

▽
大
和
北
道
路
他
土
地

関
係
用
地
調
査
点
検
等
技

術
業
務
（
奈
良
市
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
前
同
④
京

奈
和
自
動
車
道
改
築
事
業

他
に
必
要
な
土
地
等
の
取

得
等
に
関
す
る
業
務
の
う

ち
土
地
関
係
の
調
査
点
検

等
。
委
託
期
間
５
年
３
月

３１
日
⑤
前
同
。

　

▽
大
和
北
道
路
他
物
件

関
係
用
地
調
査
点
検
等
技

術
業
務
（
前
同
）
＝
①
前

同
②
前
同
③
前
同
④
大
和

北
道
路
事
業
他
に
必
要
な

土
地
等
の
取
得
等
に
関
す

る
業
務
の
う
ち
、
物
件
関

係
の
調
査
点
検
等
。
委
託

期
間
前
同
⑤
前
同
。

　

▽
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

他
物
件
関
係
用
地
調
査
点

検
等
技
術
業
務
（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

　

奈
良
県
警
察
本
部
（
県

警
）
は
、
老
朽
化
し
た
交

番
や
駐
在
所
の
最
適
化
を

進
め
て
い
る
。
地
域
の
実

態
に
応
じ
た
統
廃
合
や
建

物
の
建
替
え
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

県
内
に
交
番
・
駐
在
所

施
設
は
１
７
６
（
令
和
２

年
度
末
現
在
）
あ
る
が
、

全
体
の
４３
㌫
に
あ
た
る
7６

施
設
が
耐
用
年
数
を
超
過

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
県

警
は
、
社
会
情
勢
等
の
変

化
に
適
切
に
対
応
し
、
治

安
維
持
し
て
い
く
必
要
性

が
あ
り
今
後
、
県
下
全
域

で
施
設
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
統
廃
合
や
受
持
エ
リ

ア
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
１
３
４
施
設
に
な
る

予
定
だ
。

　

県
の
県
有
施
設
等
耐
震

検
討
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

昭
和
５６
年
６
月
以
前
の
構

造
基
準
で
設
計
・
建
築
さ

れ
た
４１
交
番
・
駐
在
所
施

設
に
つ
き
、
耐
震
診
断
を

行
っ
た
結
果
、
２４
施
設
が

耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と

判
定
し
た
。

　

県
警
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
こ
れ
ら
の
施
設
の

建
替
え
や
統
廃
合
に
よ
る

解
体
な
ど
を
行
い
、
最
適

化
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
及
び
今
年

度
実
施
完
了
施
設
は
、
鹿

ノ
台
交
番
、
斑
鳩
交
番
、

朝
倉
台
交
番
、針
駐
在
所
、

岡
駐
在
所
の
５
施
設
。
ま

た
、
３
月
末
に
は
田
原
駐

在
所
（
写
真
）
と
御
杖
駐

在
所
も
建
替
え
が
完
了
す

る
予
定
で
、
令
和
４
年
度

か
ら
運
用
開
始
さ
れ
る
予

定
だ
。

　

耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ

た
２４
施
設
の
う
ち
、
統
廃

合
や
建
替
え
未
整
備
の
交

番
・
駐
在
所
は
、
富
雄
南

交
番
、
小
瀬
交
番
、
泉
原

交
番
、
鍵
駐
在
所
、
天
満

台
駐
在
所
、
橿
原
神
宮
前

交
番
、
下
土
佐
駐
在
所
、

名
柄
駐
在
所
、葛
駐
在
所
、

阪
本
駐
在
所
、
丹
生
駐
在

所
、
秋
野
駐
在
所
、
郡
山

駅
前
交
番
、
近
鉄
御
所
駅

前
交
番
の
１４
施
設
で
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
順
次
建

替
え
な
ど
が
行
わ
れ
る
予

定
だ
。

地
域
の
実
情
踏
ま
え
統
廃
合
や
建
替
え

地
域
の
実
情
踏
ま
え
統
廃
合
や
建
替
え

交
番
・
駐
在
所
の
最
適
化
進
む

交
番
・
駐
在
所
の
最
適
化
進
む

県
警

④
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
事

業
他
に
必
要
な
土
地
等
の

取
得
等
に
関
す
る
業
務
の

う
ち
物
件
関
係
の
調
査
点

検
等
。
委
託
期
間
前
同
⑤

前
同
。

近
畿
地
方
整
備
局
浪

速
国
道
事
務
所
（
総

合
評
価
落
札
方
式
簡

易
公
募
型
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
２
月

18
日
公
示
）

　

▽
清
滝
生
駒
道
路
鹿
畑

地
区
橋
梁
詳
細
設
計
他
業

務
（
生
駒
市
）
＝
①
参
加

表
明
書
の
提
出
期
限
２
月

２８
日
正
午
（
技
術
提
案
書

の
提
出
期
限
３
月
２３
日
正

午
、
入
札
書
の
提
出
期
限

４
月
１１
日
）
②
４
月
１２
日

③
単
体
企
業
、
同
一
の
組

合
ま
た
は
同
一
の
設
計
共

同
体
の
い
ず
れ
か
。
土
木

関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
に
係
る
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
橋
梁
詳
細
設

計
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
部

工
）
１
式
、
橋
梁
詳
細
設

計
（
橋
台
工
）
４
基
、
橋

梁
詳
細
設
計
（
橋
台
基
礎

工
）
４
基
、
橋
梁
詳
細
設

計
（
架
設
計
画
）
１
式
、

地
質
調
査
業
務
１
式
。
委

託
期
間
５
年
２
月
２８
日
⑤

事
務
集
中
化
対
象
。
予
定

価
格
が
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
技
術
提
案
の

履
行
確
実
性
評
価
試
行
。

　

▽
清
滝
生
駒
道
路
南
大

角
地
区
他
道
路
詳
細
修
正

設
計
業
務
（
前
同
）
＝
①

前
同
②
前
同
③
前
同
④
道

路
詳
細
設
計
０
・
２４
㌔
㍍
、

道
路
詳
細
修
正
設
計
１

式
、
道
路
設
計
関
係
そ
の

他
修
正
設
計
１
式
、
道
路

設
計
関
係
そ
の
他
設
計
１

式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
Ｉ

Ｃ
詳
細
修
正
設
計
１
式
、

一
般
構
造
物
詳
細
設
計
１

式
、
一
般
構
造
物
修
正
設

計
１
式
、
関
係
機
関
協
議

用
資
料
作
成
１
式
。
委
託

期
間
前
同
⑤
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
３
月
９
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
吉
野
高
校
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
・
部
室
棟
外
部
床
等

修
繕
工
事
監
理
業
務
委

（
監
）
第
３
︱
28
号
︒

県
五
條
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
１
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

阪
本
工
区
（
仮
称
）
阪
本

ト
ン
ネ
ル
南
坑
口
法
面
対

策
詳
細
設
計
業
務
委
託

（
地
域
連
携
道
路
事
業（
都

づ
く
り
））
１
︱
３
︱
委

11
号
（
五
條
市
大
塔
町
小

代
）
＝
委
託
期
間
８
月
３１

日
。大

和
郡
山
市

　
　
（
３
月
２
日
・
指
名

競
争
入
札
、
指
名
は
事
後

公
表
）

　

▽
橋
梁
補
修
設
計
業
務

委
託
（
無
名
橋
０
２
７
０

他
）（
横
田
町
他
）
＝
予
９

６
６
万
５
７
０
０
円
込
、

低
７
７
６
万
６
０
０
０
円

込
。

社名や組織の改変、
技術開発、新製品等
の企業情報、工事に
関する情報等どんな
ことでも結構です。
建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2022年（令和４年）２月22日（火） 新聞定価６カ月３０，０００円（本体２７，７７８円消費税２，２２２円）



種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 大和郡山市 配水管布設替工事小泉町（第１工区） 小泉町 11月17日 １４５５万７０００円 一般 亀岡土木 １３８２万円

工事 大和郡山市 配水管布設替工事小泉町東和苑（第１工区） 小泉町 11月17日 ６３７１万６０００円 一般 森下住設 ５６８７万６０００円

工事 大和郡山市 配水管布設替工事矢田山東和苑（第２工区） 矢田山町 11月17日 ２３８８万３０００円 一般 福井設備 ２２６７万円

工事 県中和土木事務所
畝傍駅前通り線舗装工事（防災・安全（街路））繰４―９―ＡＧ１―３
号

橿原市八木町 11月17日 ４５２２万９０００円 一般 三建工業 ４００６万３０００円

工事 県宇陀土木事務所
宇陀川他堆積土砂除去工事（河川維持修繕事業（緊急浚渫）他）第
Ｕ―１Ｔ―３―１他号

宇陀市大宇陀拾生他 11月17日 １３５７万７０００円 一般 出山建設業 １１９８万２０００円

工事
近畿地方整備局国営飛
鳥歴史公園事務所

国営飛鳥歴史公園祝戸地区あじさい園整備他工事
明日香村大字平田５
３８他〈管内〉

11月17日 ３３０８万円 一般 さくら緑化 ２９４０万円

工事 宇陀市
第０３―Ａ０２７号社会体育施設等ＬＥＤ化事業社会体育施設等ＬＥ
Ｄ化工事（第１期）

大宇陀拾生他 11月18日 ２５８４万円 指名 宇陀環境開発 ２２８２万８０００円

工事 県建設業・契約管理課
県営住宅桜井団地第２期除却工事（近鉄大福駅周辺地区拠点整
備事業（都づくり））第３―２８号

桜井市西之宮 11月18日 ２億６１万円 一般
中和コンストラク
ション

１億８２３９万８０００円

工事 県吉野土木事務所
主要地方道高野天川線坪内～南日裏工区舗装工事（防災・安全交
付金事業（南部・東部）（国補正））繰６―３―Ａ９―補―３号

天川村南日裏 11月18日 １７７６万５０００円 一般 隆伸 １５５１万６０００円

工事 宇陀市 第０３―Ｂ０１４号消防防災施設整備事業耐震性貯水槽設置工事 榛原 11月18日 １６５１万３０００円 一般 西本組 １４３４万８０００円

工事 上牧町 公共下水道片岡台１地区汚水管渠改築工事第６４号 片岡台 11月19日 １３６３万６０００円 指名 上村組 １３５０万円

工事 高取町 公営住宅丹生谷第４団地除却工事 丹生谷 11月19日 ２４０８万円 指名 オクダ ２１６８万円

工事 県奈良土木事務所
一般国道１６９号一口橋補修工事（道路メンテナンス事業（国道橋
りょう補修・国補正））繰補３―Ａ―１―２号

天理市櫟本町 11月19日 １２９３万３０００円 一般 西岡工務店 １１１４万５０００円

工事 県奈良土木事務所
一級河川布目川河川掘削工事（緊急自然災害防止対策事業債対
象事業（臨時・特別））Ｎ―４３６―５号

奈良市邑地町 11月19日 １２１１万１０００円 一般 山秋庭苑 １０７０万１０００円

工事 県奈良土木事務所
一級河川大和川他河川掘削工事（防災・安全社会資本整備交付金
事業（広域河川）（臨時・特別）他）繰８―１―１他号

天理市小島町他 11月19日 １７８９万６０００円 一般 大登建設 １５８７万９０００円

工事 奈良市 ＪＲ奈良駅南特定土地区画整理事業整備工事（その２） 大安寺７丁目 11月22日 ３０２４万８０００円 一般 ヤブウチ建設 ２２８８万４０００円

工事 奈良市 公園長寿命化に伴う整備工事（その３） 登美ヶ丘５丁目他 11月22日 １５５７万１０００円 一般 中西組 １１６６万８０００円

工事 奈良市 南部公民館東九条分館改修工事
東九条町３９３番地の
４

11月22日 ４０４８万円 一般 山崎組 ３２６９万４０００円

工事 奈良市 六条バンビーホーム改修工事 六条２丁目１４番１号 11月22日 １５５５万円 一般 南浦工務店 １２３２万３０００円

工事 奈良市 登美ヶ丘南公民館屋根防水改修工事
中山町西二丁目９２１
番地の１

11月22日 １３３９万円 一般 鳥井建設 １１０６万円

工事 上牧町 塵芥焼却場解体工事第３―総６号 香芝市上中 11月22日 ３億６２００万円 一般 村本建設 ３億２５８０万円

工事 上牧町 文化センター空調機更新工事第６７号 大字上牧３２４１番地 11月22日 ６８５０万円 一般 岡本設備 ６０９７万円

工事 下北山村 村道不動線路側擁壁（１号箇所）改修工事第３―１１号 大字上桑原 11月22日 １４６１万５０００円 指名 田中建設 １３８０万円

工事 下北山村 村道池郷線道路災害防除（１工区その１）工事第３―１２号 大字上池原 11月22日 １０７４万５０００円 指名 大崎組 １０２０万円

工事 御所市 葛城台中央児童公園改修工事都整第１３号 東松本 11月22日 ３１７７万５０００円 一般 辻川企画工業 ３０３９万円

工事 県五條土木事務所
一般国道１６８号・熊野川他道路・河川小規模維持修繕工事（道路
施設維持修繕費他）７０２―２―２５他号

十津川村七色～長殿 11月22日 １０９０万７０００円 一般
太田・今西・藤村Ｊ
Ｖ

１０６０万円

工事 県五條土木事務所
滝川堆積土砂撤去工事（防災・安全交付金事業（総流防・砂防）（国
補正））繰補正７０―３―２号

十津川村風屋 11月22日 ２６９５万１０００円 一般 ヤマモト ２３７５万２０００円

工事 県吉野土木事務所
一般国道１６９号楢井工区法面対策工事（防災・安全交付金事業
（国道災害防除・国補正）他）繰補１―Ａ１６９―６―１他号

吉野町楢井 11月22日 １１４４万１０００円 一般 押部工務店 １００１万４０００円

工事 県五條土木事務所
旭川堆積土砂撤去工事（防災・安全交付金事業（総流防・砂防）（国
補正））繰補正 ７０―３―１号

十津川村旭 11月22日 ３５３８万５０００円 一般 ヤマモト ３１３４万８０００円

工事 奈良市 六条奈良阪線街路改良工事 南京終町４丁目他 11月24日 ２８７６万４０００円 一般 山崎組 ２１６７万６０００円

工事 葛城市水道課 第０３―２００６号兵家・竹内・當麻地内舗装本復旧工事 兵家他 11月24日 １４７１万３０００円 指名 吉井建設 １２８９万７５００円

工事 葛城市水道課 第０３―３０１３号兵家浄水場緩速ろ過池更生工事 兵家 11月24日 １２３６万円 指名 日水産業 １１４８万円

工事 曽爾村 ホタル公園歩径道等整備工事 大字葛 11月24日 ２９６２万６０００円 指名 共栄産業 ２６１７万１０００円

工事 県中和土木事務所 かがり川河川災害復旧事業３災４号 田原本町味間 11月24日 １８９７万円 一般 キショウ １６６８万５０００円

工事 県中和土木事務所
稲渕地区擁壁工事（防災・安全（急傾斜）（国補正）他）繰補４３―２
―１他号

明日香村稲渕 11月24日 ２６７６万５０００円 一般 松平建設 ２３５６万１０００円

工事
水資源機構木津川ダム
総合管理所

高山ダム堆砂除去進入路工事 奈良市月ヶ瀬月瀬 11月24日 １億７４１８万円 一般
上島建設（京都府
京田辺市）

１億５９８０万円

工事 橿原市上下水道部 大和御所道路整備工事に伴う機能回復工事 小槻町他 11月25日 ４２０８万円 一般 誠光建設 ３７３５万２０００円

工事 県奈良土木事務所
一般国道２５号他道路擁壁工事（緊急自然災害防止事業（法面）
他）１４０―３他号

天理市苣原町他 11月25日 １４１７万８０００円 一般 栄山 １２４２万５０００円

工事 県郡山土木事務所
竜田川堆積土砂撤去工事（緊急自然災害防止対策事業債対象事
業（臨時・特別））第Ｋ―４１３―２号

生駒市小瀬町他 11月25日 ２４６３万１０００円 一般 乾福美園 ２１７２万６０００円

工事 県中和土木事務所
戸毛久米線益田大橋橋梁補修工事（道路メンテナンス事業（地方
道橋梁補修））３―Ｂ―４―２号

橿原市白橿町 11月25日 ２２１０万４０００円 一般
奈良県緑化土木協
同組合

１９１７万１０００円

工事 県中和土木事務所
中和幹線上品寺大橋橋梁補修工事（道路メンテナンス事業（地方
道橋りょう補修））３―Ｂ―４―３号

橿原市上品寺町、新
賀町、葛本町

11月25日 ２４００万４０００円 一般
奈良県緑化土木協
同組合

２０８３万５０００円

工事 香芝市 香芝市中央公民館トイレ洋式化工事 下田西３丁目７―５ 11月25日 ３２７２万６０００円 一般 上村組 ３２７２万６０００円

工事 県吉野土木事務所
主要地方道桜井明日香吉野線千股工区舗装工事（防災・安全交付
金事業（南部・東部）（国補正））繰６－３－Ａ３―補―２号

吉野町千股～志賀 11月26日 １５１７万３０００円 一般 上田工務店 １３２２万５０００円

工事 天理市 道路改良工事及び附帯工事別所丹波市線 豊田町 11月26日 ６４５３万７０００円 一般 日誠建設 ５７８８万９０００円

工事 大和高田市上下水道部 敷枝築山地内管渠工事（５３）・給配水管移設工事（Ｇ５３） 築山 11月26日 ２１６４万円 一般 大和 １８７８万円

工事
西日本高速道路関西支
社

大阪高速道路事務所管内橋梁構造物はく落防止対策工事（令和３
年度）

大阪府東大阪市西石
切町～奈良市宝来町
外５

11月26日 １８億８５９０万円 一般 ショーボンド建設 １７億６４００万円

工事 奈良市 １号炉バグフィルタろ布取替工事
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

11月29日 ４９９８万円 一般 三機化工建設 ４７６７万３０００円

工事 奈良市 １号炉及び粗大ごみ処理施設点検整備補修
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

11月29日 ３１７８万１０００円 一般 日立造船 ３１００万円

【続く】

　　　令和３年度下半期　工事結果　（落札金額1000万円以上）　24　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2022年（令和４年）２月22日（火）建 設 新 報



建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（７） 2022年（令和４年）２月22日（火）

1　経営トップ等による年度末現場点検の実施
2　墜落・転落災害の防止
3　建設機械・クレーン等災害の防止
⑴作業条件に応じた
適切な機械の選定
等のリスク低減措
置を盛り込んだ施
工計画及び作業計
画・作業手順の作
成と実施の徹底
⑵車両系建設機械・
クレーン等の転倒
及び転落災害防止
対策の徹底
⑶作業範囲内の立入
禁止措置や作業指揮者・誘導者の配置等、はさまれ・巻き込
まれ災害防止対策の徹底
⑷荷のつり上げ作業時における荷姿や玉掛け状況の確認及びつ
り荷の下への立入禁止措置の徹底

4　倒壊・崩壊災害の防止
5　飛来・落下による公衆災害の防止
6　交通労働災害の防止
7　火災・爆発等災害の防止
⑴警報・消火・避難設備等の点検・整備及び現場の避難経路の
周知徹底と消火・避難訓練の実施

⑵防火管理者・火元責任者の選
任と事前の「火気使用届」の
提出、火気使用中の消火器や
監視人の配置等による火気管
理の徹底及び残火の確認等の
作業終了後の点検
⑶引火物、爆発物等の保管場所
の指定、SDS（安全データ
シート）を活用した危険物の
表示及び可燃物付近での火気
使用の厳禁
⑷現場の発泡ウレタン系及びプ
ラスチック系断熱材の使用箇所の確認とその特性の周知及び
当該箇所における火気使用禁止の徹底
⑸溶接・溶断作業等における周囲の可燃物の撤去、耐熱シート
等による火災防止対策の徹底
⑹現場における喫煙場所、採暖のためのストーブ使用場所の指
定及び終業時の消火の確認の徹底
⑺火を使用しない工法（無火気工法や火無し工法等）の積極的
な採用

8　転倒災害の防止
9　不安全行動による災害の防止
　安全衛生教育の推進
　職業性疾病の防止
　化学物質に関するリスクアセスメントの実施
　現場におけるメンタルヘルス対策の推進
　健康障害防止対策の充実

安全な玉掛作業等の実施

火災防止対策の徹底

建設業労働災害防止協会
会長　今井　雅則

■
主
催
：
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　

年
度
末
の
３
月
は
︑
公
共
工
事
を
含
め
多
く
の
工
事
が
完
工
時
期
を
迎
え
繁

忙
度
が
増
し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
労
働
災
害
防

止
を
図
る
上
で
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
当
協

会
は
会
員
各
位
と
と
も
に
こ
の
時
期
の
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
を

目
的
と
し
て
︑
﹁
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
﹂
を
展
開
す
る
︒

　

経
営
ト
ッ
プ
︑
店
社
及
び
建
設
現
場
の
管
理
者
等
の
関
係
者
は
一
層
の
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
を
目
指
し
︑
店
社
と
作
業
所
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
︑
労

働
災
害
防
止
活
動
の
強
化
を
図
る
も
の
と
す
る
︒

　

令
和
３
年
度
の
「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害

防
止
強
調
月
間
」
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
感
染
者
数
は
第
５
波
を
大
き
く
超
え
る

等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
中
で
も
建
設
現
場
の
安
全
衛
生
確
保

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
会
員
各
位
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
で
は
年
度
末
の
労
働
災
害
防

止
を
目
的
と
し
て
、
３
月
１
日
か
ら
３１
日
ま
で

を「
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
」

と
定
め
、
会
員
各
位
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を

盛
り
込
ん
だ
本
実
施
要
領
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
会
員
各
位

を
は
じ
め
関
係
者
の
熱
心
な
取
組
に
よ
り
長
期

的
に
は
減
少
し
て
お
り
、
一
昨
年
の
死
亡
災
害

の
発
生
件
数
は
過
去
最
少
の
２
５
８
人
と
な
っ

た
も
の
の
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合
は
３２
・
２

％
と
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、令
和
４
年
１
月
現
在
の
速
報
値
を
見
る
と
、

令
和
３
年
の
建
設
業
の
死
亡
者
数
は
２
７
４
人

で
前
年
同
期
よ
り
増
加
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数
は
１
万
４
８
５
６
人
で
前
年
同
期
に
比

べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も

の
を
除
い
て
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
に
お
い
て
は
、
技
術
者
や
技
能
労
働

者
の
不
足
や
高
齢
化
と
併
せ
て
、
作
業
者
の
多

様
化
の
進
展
な
ど
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た

多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
る
中
、
近
年
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
工
事
を
始
め
、
国
民
生
活
を
守
る
た

め
の
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策

及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
度
末

は
完
工
時
期
と
な
る
工
事
が
増
加
す
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
輻
輳
し
、
労
働
災
害
発
生

リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
た
店
社

及
び
現
場
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の

結
果
に
基
づ
く
対
策
の
確
実
な
実
施
、
国
際
基

準
に
も
対
応
し
た
「
建
設
業
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
ニ
ュ
ー
コ
ス
モ
ス
及

び
コ
ン
パ
ク
ト
コ
ス
モ
ス
）」
の
導
入
・
定
着
、

各
種
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
、「
建
災
防
方
式

健
康
Ｋ
Ｙ
と
無
記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の

展
開
に
よ
る
建
設
現
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
こ
れ
に
基
づ
く
職
場
環
境
改
善
、

「
新
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
を
活
用
し
た
安
全

衛
生
活
動
等
、
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
実
施
要

領
を
踏
ま
え
、
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
関
係
者
及
び
店
社
と
作
業
所
が
一
体

と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
積
極
的
に

展
開
さ
れ
、
無
事
故
・
無
災
害
で
新
年
度
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
２
月令和４年３月１日～３月31日

建災防ニュース　　　　　　　　建設業年度末労働災害防止強調月間

日鉄神鋼建材㈱

人と社会と環境に貢献します
金属リサイクル 産業廃棄物中間処理

株式会社
橿 原 市 西 新 堂 町 ２ ０ － １
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田原本プレス・シュレッダー工場
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本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場



市
長
へ
答
申
書
を
提
出

市
長
へ
答
申
書
を
提
出

３
月
市
議
会
で
報
告
を
予
定

３
月
市
議
会
で
報
告
を
予
定

福祉ゾ ーン概況図福祉ゾ ーン概況図

　

大
和
郡
山
市
は
去
る
１６

日
、
第
６
回
大
和
郡
山
市

福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
審
議
会

を
開
催
し
た
。
今
回
の
審

議
会
で
は
、
前
回
ま
で
の

振
り
返
り
と
１
月
２１
日
ま

で
実
施
し
て
い
た
再
整
備

基
本
計
画
（
案
）
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
結
果
に
つ
い
て
報
告
。

ま
た
、
答
申
案
に
つ
い
て

も
審
議
を
行
い
伊
藤
忠
通

会
長
か
ら
上
田
清
市
長
へ

答
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。

基
本
計
画
（
案
）
は
３
月

市
議
会
で
報
告
さ
れ
る
予

定
。
担
当
は
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
（
電
話
０
７
４

３
―
５
３
―
１
１
５
１
内

線
５
１
３
）。

　

答
申
書
提
出
後
、
上
田

市
長
は
「
答
申
書
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
福
祉
・
ま

ち
の
拠
点
と
し
て
福
祉
ゾ

ー
ン
整
備
の
具
体
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
審
議

会
へ
謝
意
を
示
し
た
。
伊

藤
会
長
は
審
議
会
終
了
後

に
「
福
祉
ゾ
ー
ン
が
市
の

斑

鳩

町

福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
審
議
会

福
祉
ゾ
ー
ン
整
備
審
議
会　

斑
鳩
町
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
斑
鳩
町
庁

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等

賃
貸
借
業
務
（
長
期
継
続

契
約
）」
を
公
告
。
現
地

大和郡山市

３月11日まで提案受付３月11日まで提案受付
庁内ネットワーク機器等賃貸借庁内ネットワーク機器等賃貸借

大
き
な
拠
点
の
一
つ
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

状
況
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し

い
中
で
も
様
々
な
意
見
を

基
に
整
備
し
て
貰
え
れ

ば
」
と
述
べ
た
。

　

福
祉
ゾ
ー
ン
は
郡
山
城

跡
北
側
に
位
置
し
、
面
積

は
約
１
・
３
㌶
。
同
市
の

公
共
施
設
で
あ
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福
祉

会
館
の
ほ
か
、
郡
山
西
保

育
園
・
ラ
イ
フ
イ
ン
郡
山
、

駐
車
場
、
旧
郡
山
保
健
所

跡
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
同
審

議
会
で
は
、
老
朽
化
し
耐

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

方
針
や
旧
保
健
所
跡
地
の

活
用
方
法
等
、
社
会
福
祉

会
館
等
の
施
設
と
併
せ
て

福
祉
政
策
と
し
て
の
必
要

性
や
近
隣
市
町
村
の
状
況

等
の
様
々
な
面
か
ら
、
福

祉
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
施
設

整
備
及
び
将
来
構
想
に
関

し
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

ゾ
ー
ン
の
再
整
備
に
あ

た
り
、
再
整
備
コ
ン
セ
プ

ト
を
「
広
く
市
民
が
立
ち

寄
り
、
市
の
福
祉
施
策
に

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
福
祉
の
拠
点
」
と
「
市

及
び
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
」の
２
点
に
設
定
。

福
祉
ゾ
ー
ン
を
限
ら
れ
た

人
が
利
用
す
る
施
設
で
は

な
く
、
市
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
と
し
て
福

祉
に
関
す
る
情
報
に
触
れ

る
機
会
を
創
出
す
る
。
ま

た
、
高
齢
者
や
障
害
者
と

交
流
す
る
機
会
を
作
り
出

す
こ
と
で
、
市
が
推
進
す

る
福
祉
施
策
に
広
く
市
民

の
理
解
と
協
力
が
得
る
方

針
。
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
よ

り
地
域
の
安
心
安
全
な
生

活
環
境
づ
く
り
と
豊
か
な

景
観
形
成
を
目
指
す
方
針
。

　

こ
の
ほ
か
、
既
存
施
設

に
再
整
備
に
つ
い
て
は

「
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

施
設
再
整
備
」、「
広
く
市

民
を
受
け
入
れ
、
福
祉
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
」、「
新
た
な
福
祉
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
施
設
」

の
３
点
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
。
個
別
に
既
存
施
設

の
再
整
備
を
検
討
す
る
の

で
は
な
く
、
福
祉
ゾ
ー
ン

と
し
て
必
要
な
機
能
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
既
存

施
設
の
再
整
備
を
行
っ
て

い
く
。

　

再
整
備
後
の
施
設
で

は
、
共
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
多
く
す
る
こ
と
で
全

体
の
規
模
を
小
さ
く
す
る

と
と
も
に
、
稼
働
率
が
高

い
施
設
を
目
指
す
。
基
本

計
画
で
は
、
周
囲
の
住
宅

地
や
景
観
へ
の
配
慮
、
敷

地
内
の
安
全
や
高
低
差
へ

の
対
応
等
を
考
慮
し
Ａ
～

Ｄ
の
４
つ
の
再
整
備
計
画

案
（
機
能
構
成
・
規
模
・

ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
作
成
。

審
議
会
で
は
各
案
を
比
較

検
討
し
、
Ａ
案
が
最
適
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

基
本
計
画
（
案
）
時
点

で
の
Ａ
案
は
、
再
整
備
す

る
施
設
を
旧
保
健
所
跡
地

に
ま
と
め
て
新
築
す
る
案

で
社
会
福
祉
会
館
の
敷
地

を
再
整
備
す
る
施
設
の
利

用
者
駐
車
場
に
整
備
。
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

と
北
側
駐
車
場
は
福
祉
ゾ

ー
ン
の
利
用
者
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
。
再
整
備

建
築
物
は
３
階
建
で
、
１

階
部
分
に
事
務
室
や
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
２
階

部
分
に
は
ホ
ー
ル
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
用
の
作
業

室
等
、
３
階
部
分
に
会
議

室
を
設
け
る
。
延
べ
床
面

積
は
２
２
２
０
平
方
㍍
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
１５
人
か
ら
８9
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

体
育
館
や
厨
房
の
設
置
を

求
め
る
意
見
が
多
く
見
ら

れ
た
。
同
市
は
こ
れ
ら
の

意
見
に
対
す
る
考
え
方
と

し
て
、
市
内
に
は
市
立
体

育
館
と
１9
ヵ
所
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
会
館
が
あ
る
こ
と

や
福
祉
ゾ
ー
ン
に
再
整
備

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
調

査
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

機
能
を
設
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
体
育
館
は
設
け
な

い
考
え
を
示
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
発
達
支
援

に
つ
い
て
発
達
支
援
ゾ
ー

ン
と
い
う
旧
来
の
捉
え
で

は
な
く
、
療
育
や
相
談
機

能
も
備
え
た
市
の
中
核
施

設
と
し
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
活
動
で
き
る
施

設
を
希
望
す
る
意
見
が
あ

っ
た
。
同
市
は
「
第
６
次

大
和
郡
山
市
障
害
福
祉
計

画
」
に
計
画
の
成
果
目
標

と
し
て
「
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
「
め
ば
え
」

に
つ
い
て
は
機
能
を
強
化

し
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
と
す
る
必
要
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
機
能
を
強
化

す
る
か
は
福
祉
ゾ
ー
ン
再

整
備
の
設
計
段
階
で
盛
り

込
ん
で
い
け
れ
ば
と
回
答

し
て
い
る
。

（
伊
藤
）

郡山西保育園 
ライフイン郡山 

旧郡山 
保健所跡地 社会福祉会館 

老人福祉 
センター 

金魚池 

都市計画道路城廻り線 

郡山城跡 

駐車場 

 
福祉ゾーン 

の
確
認
期
間
が
２
月
２５
日

ま
で
、
企
画
提
案
書
等
の

提
出
が
３
月
１１
日
ま
で

で
、
選
定
結
果
を
３
月
下

旬
に
通
知
し
、
４
月
１
日

に
契
約
を
締
結
す
る
予
定
。

　

同
業
務
は
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
靭
化
と
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
目
的
と
し

た
も
の
。
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
再
構
築
と
関
連
機

器
等
の
導
入
に
際
し
、
総

務
省
の
提
唱
す
る
「
三
層

の
対
策
」
及
び
「
自
治
体

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
見
直
し
に
つ
い
て
」、

「
地
方
公
共
団
体
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
参
考
に
α
モ
デ
ル
の
形

態
を
維
持
し
な
が
ら
機
器

等
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
を
含
め
新
た
に
最
適

化
・
再
構
築
が
可
能
な
受

託
候
補
者
を
選
定
す
る
。

構
築
期
間
は
１０
月
３１
日
、

賃
貸
借
期
間
は
８
月
１
日

～
９
年
７
月
３１
日
。
提
案

上
限
額
は
２
億
５
０
０
万

円
。

　

参
加
資
格
は
▽
令
和

２
・
３
年
度
に
お
い
て
斑

鳩
町
入
札
参
加
資
格
を
有

し
て
い
る
者
▽
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ

２
０
０
０
０
）、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／

Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
０
１
）
及

び
品
質
保
証
規
格
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
）
の
認
証
を

取
得
し
て
い
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
の
付
与
を
受
け
て
い
る

こ
と
―
な
ど
。
担
当
は
政

策
財
政
課
（
電
話
０
７
４

５
―
７
４
―
１
０
０
１
内

線
２
５
３
）。
業
務
場
所

は
役
場
本
庁
舎
及
び
出
先

機
関
で
、
主
な
業
務
内
容

は
次
の
通
り
。

　

▽
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
再
構
築

＝
メ
ー
カ
ー
の
保
守
期
限

を
迎
え
た
機
器
を
更
新

し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ

ル
の
向
上
及
び
伝
送
速
度

の
改
善
を
図
る
。

　

▽
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
メ
イ
ン
と
し

た
業
務
環
境
へ
の
移
行
＝

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
多
様
な

業
務
形
態
が
将
来
的
に
可

能
と
な
る
よ
う
に
Ｌ
Ｇ
Ｗ

Ａ
Ｎ
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

移
行
し
、
業
務
環
境
の
イ

ン
フ
ラ
再
構
築
を
行
う
。

　

▽
仮
想
ブ
ラ
ウ
ザ
の
導

入
＝
仮
想
ブ
ラ
ウ
ザ
を
導

入
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
基
幹
系

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
系
へ
ア
ク
セ
ス
可
能
な

環
境
を
整
備
す
る
。

　

▽
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の

刷
新
＝
現
行
の
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
か
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ

Ｎ
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で

利
用
で
き
る
電
子
メ
ー
ル

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
、

掲
示
板
機
能
を
備
え
た
統

合
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
に
刷

新
し
、
操
作
性
の
向
上
及

び
情
報
共
有
の
強
化
を
図

る
。

　

▽
職
員
用
端
末
の
更
新
。

　

▽
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
無
線
化
＝
現

在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
系
で
使
用
し
て
い
る
無

線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
も
利
用
可
能
に
す

る
。

　

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
＝
障
害

時
の
即
時
対
応
を
目
的
と

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。

　

▽
運
用
保
守
体
制
の
確

立
＝
導
入
し
た
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
関
す
る
運
用
保
守
の
窓

口
を
開
設
し
、
ト
ラ
ブ
ル

対
応
や
技
術
支
援
を
可
能

と
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。
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和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号

遮音壁設置工事、ガードレール設置工事、高欄設置工事、
落石防護柵（網）設置工事、ネットフェンス設置工事、
道路標識設置工事、公園施設設置工事、各種外構工事、
グランド工事、のり面緑化工事、石工事、土留工事、タイル工事、
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わきもと質店
質と買取金・プラチナ・ダイヤ・高級時計
質のご利用方法と目安価格は当店HPで 検索
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